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観測システムの現状について

川口則幸、小山友明

第３回ＶＥＲＡユーザーズミーティング
２００５年１１月１日

望遠鏡性能の改善

• フィドーム損失の改善
– 建設時のフィドーム（初期建設時ー２００３年度）

– ２重膜フィドームの試作評価試験＠水沢（２００４年
度）

– 最終フィドームの製作と全局展開（２００５年度）

• 受信機雑音の改善
– KバンドＬＮＡのＭＭＩＣ化（２００３年度）

– QバンドＬＮＡのＭＭＩＣ化（２００４年度）

– QバンドＭＭＩＣの冷却時発振対策（２００５年度）

• 超高速サンプラの交換
– テクトロサンプラからADS-1000へ
（２００４年度水沢局、２００５年度全局））
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最終フィドームの形態
• 表膜 FGT-600
• 裏膜 ﾎﾟﾘﾐﾄﾞﾌｨﾙﾑ（ﾕｰﾋﾟﾚｯｸｽRN125μ)

乾燥空気
充填装置

VERA2ビームアンテナ

上部機器室

内圧３ｋPa

フィドーム損失
• ２００４年度に水沢のみ２層膜フィドームに交換

• ２００５年度に全局新２層膜フィドームに置き換えた

0.37 dB*0.71 dB*1.27 dB*Q帯損失

0.15 dB**0.28 dB*0.45 dB*K帯損失

上膜のみテフロン
繊維膜

上下膜ともにテフ
ロン繊維膜

独立発泡ﾌｫｰﾑ材

（ﾎﾟﾘﾒﾀｸﾘﾙｲﾐﾄﾞ）

構成

新２層膜フィドーム

（現状）*
２層膜フィドーム

（水沢で試験）

旧フィドーム

（建設時）

*   月観測による
** テフロン膜単体計測による
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電波透過性能比較

Kバンド （目標損失 ０．２dB）

鹿児島大学：空

電波透過性能比較

Qバンド （目標損失 ０．４dB）
鹿児島大学：空
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受信機雑音温度＠入来局（K)
2005.8.2  #1 K-band Rx 2004メンテとの比較
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2005.8.2  #2 K-band Rx 2004メンテとの比較
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＃１（＊）
２００４年度と性能はほぼ同じ
DCの改善によりメンテ前より改善

＃２（＊）
２００４年度より若干雑音温度上昇
DCの改善によりメンテ前より改善

受信機雑音温度＠入来局（Q)
#1 Q-band Rx
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#2 Q-band Rx
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若干雑音温度上昇
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受信機雑音温度＠小笠原局（K)
2005.7.18  #1 K-band Rx 2004メンテとの比較
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2005.7.18  #2 K-band Rx 2004メンテとの比較

0

10

20

30

40

50

21.0 21.5 22.0 22.5 23.0 23.5 24.0

周波数 [GHz]

雑
音

温
度

 [
K

]

2005メンテ 2005メンテ（DC可変ATT追加) 2004メンテ

性能はほとんど変化していない

＊

受信機雑音温度＠小笠原局（Q)
2005.7.18  #1 Q-band Rx 2004メンテとの比較
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2005.7.18  #2 Q-band Rx 2004メンテとの比較
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＃１
雑音温度が上昇
（発振対策不調により
LNA交換）

＃２（＊）
特性変化なし
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受信機雑音温度＠水沢局（K）

2005.6.27  #2 K-band Rx 2004メンテとの比較
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2005.6.27  #1 K-band Rx 2004メンテとの比較
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＃１
大きな性能変化はない

＃２（＊）
性能改善

受信機雑音温度＠水沢局（Q）
2005.6.27  #1 Q-band Rx 2004メンテとの比較
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2005.6.27  #2 Q-band Rx 2004メンテとの比較
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＃１
大きな性能変化はない

＃２（＊）
DCの改善により、雑音温度低下
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受信機雑音温度＠石垣局（K）
2005.8.20  #1 K-band Rx 2004メンテとの比較
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2005.8.20  #2 K-band Rx 2004メンテとの比較
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＃１（＊）
DC改善

＃２（＊）
DC改善

受信機雑音温度＠石垣局（Q)
2005.8.20  #1 Q-band Rx 2004メンテとの比較

2005メンテでLNA,入力フランジ,出力WG-Coaxアダプタ交換
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2005.8.20  #2 Q-band Rx 2004メンテとの比較
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＃１
性能改善（DC改修＋LNA交換）

＃２
大きな性能変化はない
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受信機雑音温度（Kバンドまと

め）
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３０－５０K 小笠原＃２は要改善

受信機雑音温度（Qバンドまと

め）
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サンプラの交換

位相ジッタ特性

1 10 100 1000

10-13

10-14

10-12

10-15

10-16

テクトロ（２筐体独立）

テクトロ（１筐体ch間）

ADS-1000

筐体間位相：VLBIで他局との相関検出に関連
ｃｈ間位相 ：VERA２ビーム間位相に関連

平均時間（秒）

ア
ラ
ン
標

準
偏

差
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まとめと今後の課題

• 当初の課題はほぼクリアされた
– フィドーム損失の改善

– 受信機雑音温度の改善と均一化

– サンプラの位相ジッタ

– １ギガビットレコーダの記録、再生相関運用の
定常化

• 更なる感度改善
– 背面結合温度（２０－３０K)の除去


